
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

は
じ
め
に　
　

２

第
１
章　

幸
せ
に
な
る
一
歩
は
、
自
分
を
知
り
、
癒
や
す
こ
と
。

不
安
や
悲
し
み
の
感
情
は
実
は
、
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

10

自
分
の
人
生
の
棚
卸
し
を
す
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

15

過
去
の
自
分
の
悲
し
み
を
と
こ
と
ん
癒
や
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

23

自
分
の
一
番
の
味
方
は
○
○　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

26



第
２
章　

自
分
の
幸
せ
が
何
か
を
考
え
る

自
分
は
何
を
し
て
い
る
と
き
が
幸
せ
？　

幸
せ
の
ゴ
ー
ル
設
定
を
す
る　

――
―
―
―
―
―
―　

32

自
分
が
映
画
の
主
人
公
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
映
画
に
し
た
い
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

37

５
年
後
、
10
年
後
の
自
分
は
何
を
し
て
い
る
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

42

夢
を
叶
え
る
最
強
分
析
プ
ラ
ン　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

48

第
３
章　

幸
せ
を
つ
か
む
に
は
行
動
あ
る
の
み

疲
れ
な
い
身
体
づ
く
り
が
幸
せ
へ
と
導
く　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

56

経
済
の
安
定
は
行
動
の
選
択
肢
を
広
げ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

64

お
金
が
な
く
て
も
幸
せ
に
な
れ
る
は
鵜
呑
み
に
し
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

69

『
自
立
』
し
行
動
す
る
こ
と
が
、
幸
せ
を
増
や
す
カ
ギ
に
つ
な
が
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―　

73

不
幸
に
な
る
依
存
と
は
決
別
し
、
行
動
を
す
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

79



第
４
章　

幸
せ
を
邪
魔
す
る
も
の
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

世
の
中
に
は
ど
う
に
か
で
き
る
こ
と
と
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―　

86

全
人
類
か
ら
好
か
れ
る
人
は
、
こ
の
世
に
一
人
も
い
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

89

自
分
の
機
嫌
は
自
分
で
取
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

91

正
し
い
を
作
り
す
ぎ
る
と
生
き
づ
ら
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

95

不
幸
な
人
生
の
一
部
分
を
切
り
取
ら
な
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

99

第
５
章　

継
続
で
き
る
幸
せ
が
最
高
の
幸
せ

自
分
が
幸
せ
製
造
機
に
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

106

自
分
と
の
約
束
を
守
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

109

幸
せ
は
い
つ
だ
っ
て
自
分
の
中
に
あ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

113

お
わ
り
に　
　

117


